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Ｑ
楽
団
を
作
っ
た
き
っ
か
け
は
？

─�

当
時
、
近
隣
の
高
校
で
吹
奏
楽
部
が
あ
る
高
校

が
な
く
、
演
奏
し
た
い
と
願
う
卒
業
生
の
想
い

に
応
え
よ
う
と
思
っ
て
つ
く
り
ま
し
た
。

Ｑ
指
導
方
針
は
？

─�

基
本
の
徹
底
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
掃
除
、
あ
い

さ
つ
な
ど
は
厳
し
く
指
導
し
て
ま
し
た
ね
。

─�

演
奏
会
を
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
。
一
人
で
演
奏

す
る
よ
り
み
ん
な
と
演
奏
す
る
ほ
う
が
楽
し
い

で
す
か
ら
ね
。
そ
れ
に
、
目
指
す
目
標
が
あ
る

こ
と
や
、
み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
う
機
会
を
つ

く
る
こ
と
が
、
や
り
が
い
や
生
き
て
い
く
自
信

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
。

Ｑ�

こ
れ
か
ら
の
楽
団
に
期
待
す
る
こ
と
は
な
ん
で

す
か
？

─�

自
分
が
上
手
に
な
っ
た
ら
、
ど
う
し
て
上
手
に

な
っ
た
か
の
理
由
を
思
い
出
し
て
、
次
の
世
代

を
育
て
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

Ｑ�

瑞
穂
町
の
名
誉
町
民
と
し
て
一
言
お
願
い
し
ま

す
─�

瑞
穂
町
が
音
楽
の
あ
ふ
れ
る
町
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
そ
の
可
能
性
を
こ
の
町
の
人
た
ち
は
持
っ

て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｑ
入
団
の
き
っ
か
け
は
？

─�

中
学
の
吹
奏
楽
部
の
練
習
が
終
わ
る
と
、
瑞
穂

青
少
年
吹
奏
楽
団
の
練
習
に
参
加
す
る
の
が
当

た
り
前
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
で
…
な
ん
と

な
く
そ
の
ま
ま
入
団
し
た
っ
て
感
じ
で
す
ね
。

─�

そ
う
そ
う
、
私
も
中
学
２
年
か
ら
必
然
的
に
準

団
員
に
な
っ
て
ま
し
た（
笑
）。

─�

演
奏
を
見
に
行
っ
て
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
高
校
か
ら
楽
器
を
始
め

て
も
大
丈
夫
か
な
ぁ
」っ
て
不
安
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
、
牟
田
先
生
が
戻
っ
て
く
る
と

聞
い
た
の
で
入
団
を
決
心
し
ま
し
た
。

─�

小
学
生
の
時
に
産
業
祭
で
ド
ラ
ク
エ
の
曲
を
演

奏
し
て
い
て「
身
近
に
楽
団
が
あ
る
ん
だ
。
な

ん
か
い
い
な
ぁ
」っ
て
漠
然
と
思
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
も
入
団
し
た
理
由
か

な
。

Ｑ
練
習
の
様
子
は
ど
う
で
し
た
か
？

─�

牟
田
先
生
も
臼
井
先
生
も
し
っ
か
り
と
し
た
理

論
が
あ
っ
た
の
で
、
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す

ね
。

─�

厳
し
い
よ
り
自
分
の
上
達
が
分
か
っ
て
う
れ
し

い
。
そ
ん
な
練
習
時
間
で
し
た
。

─�

全
日
本
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
て
日
本
一
に
な

っ
た
こ
と
は
一
生
忘
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

─�

N
H
K
の
番
組
に
も
出
ま
し
た
よ
。

─�

楽
団
が
で
き
た
当
初
は
楽
器
が
な
く
、
み
ん
な

で
茶
摘
み
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
ま
し
た
。
そ
の

お
金
で
買
っ
た
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
が
届
い
た
時
の

興
奮
は
忘
れ
ら
れ
な
い
で
す
ね
。

Ｑ
今
後
の
目
標
は
？

─�

今
の
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
か
な
。

─�

も
っ
と
上
手
に
な
る
。

─�

次
の
時
代
を
担
う
楽
団
員
の
卵
を
育
て
る
こ
と
。

今
、「
サ
ウ
ン
ド
ス
イ
ミ
ー
」と
い
う
楽
団
を
立

ち
上
げ
て
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
い
ま
す
。
初

心
者
で
も
大
歓
迎
で
す
。

Ｑ
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
は
？

─�

横
田
基
地
の
司
令
官
交
代
式
と
い
う
重
要
な
公

式
行
事
で
の
演
奏
。
緊
張
し
た
け
ど
い
い
思
い

出
で
す
。

─�

横
田
基
地
で
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
伴
奏
。
英
語

が
苦
手
で
初
め
は
演
奏
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
分
か

ら
な
か
っ
た
け
ど
、
し
っ
か
り
周
り
の
音
や
声

を
聞
い
て
い
た
ら
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
何
と
か
な
る
も
ん
だ
な
ぁ
」っ
て
教
訓
を
得
ま

し
た
。

─�

３
回
ほ
ど
海
外
か
ら
招
待
さ
れ
て
演
奏
し
ま
し

た
。
そ
れ
も
思
い
出
深
い
で
す
。

　昭和41年、当時瑞穂中学校の音楽
の教員だった牟田先生が卒業生のた
めにつくったことがきっかけで誕生
した瑞穂青少年吹奏楽団。全日本吹
奏楽コンクールで４度の金賞受賞や
海外での招待演奏など輝かしい実績
があります。今でも町のイベントで
は素晴らしい演奏を披露して皆さん
を楽しませてくれています。

日
本
一
に
な
っ
た
時
の
思
い
出
は
一
生
忘
れ
な
い
。

町 議 会

青少年
吹奏楽団

特 集

&

【
団
員
紹
介
】

北�

爪 

寛
之
さ
ん

　
高
校
か
ら
入
団
し
て
、
初

め
て
楽
器
を
握
り
、
今
は
団

長
と
し
て
奮
闘
す
る
努
力
の

チ
ュ
ー
バ
奏
者
。

臼�

井 

弘
美
さ
ん　

　
次
の
世
代
を
育
て
る
た
め

に「
サ
ウ
ン
ド
ス
イ
ミ
ー
」を

立
ち
上
げ
奮
闘
す
る
熱
き
ホ

ル
ン
奏
者
＆
楽
団
２
代
目
指

揮
者
。

八�

木 

秀
子
さ
ん

　
横
田
基
地
、
海
外
で
の
演

奏
そ
し
て
今
も
…
楽
団
と
歩

み
続
け
る
信
頼
の
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
奏
者
。

川�

島 

智
徳
さ
ん

　
小
学
生
の
時
に
聞
い
た
ド

ラ
ク
エ
の
演
奏
が
印
象
的
と

話
し
て
く
れ
た
魅
惑
の
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
奏
者
。

国立音楽大学卒
業。昭和４１年 瑞
穂中学校の音楽
教師として赴任。
44年に青少年吹

奏楽団を創設。吹奏楽全国コンクール金賞４回、
銀賞２回受賞。61年より警視庁音楽隊長に就任。
平成22年瑞穂町名誉町民になる。

牟�田 久壽さん
プロフィール

ギカイのひろば Vol.234ギカイのひろば Vol.234 0203



2日間にわたり
延べ137件の質疑

3日目に議員間討議

3年度決算を
認　　定

リニューアルされた図書館

　今回の議会には、令和３年度一般会計・各特
別会計・下水道事業会計の決算認定議案が町
から上程されました。決算特別委員会での審査
後、本会議においてすべての会計ともに全会一
致で認定しました。

決
算
特
別
委
員
会
で
審
査

　

議
案
が
上
程
さ
れ
た
後
、
議
会
で
は
、
決
算
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、委
員
長
に
下
野
義
子
議
員
、

副
委
員
長
に
香
取
幸
子
議
員
を
選
出
。
議
長
、
議

会
選
出
監
査
委
員
を
除
く
、
１３
名
に
よ
り
、
２
日

間
に
わ
た
り
町
側
へ
質
疑
し
、
３
日
目
に
議
員
間

討
議
を
行
い
ま
し
た
。

会    計   名 歳　　　入 歳　　　出
一  般  会  計 165億8,915万6,085円 159億2,968万8,615円

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 35億6,419万7,372円 35億2,806万9,722円

駅西土地区画整理事業 14億356万6,036円 13億6,773万9,116円

介 護 保 険 24億6,646万3,268円 24億5,773万6,469円

後 期 高 齢 者 医 療 7億5,388万9,694円 7億4,539万5,778円

殿 ケ 谷 財 産 区 274万2,180円 210万350円

石 畑 財 産 区 896万3,463円 811万1,628円

箱 根 ケ 崎 財 産 区 477万3,928円 365万786円

長 岡 財 産 区 79万5,663円 51万8,324円

会　計　名 収益的収入 収益的支出

下 水 道 事 業 会 計

11億7,835万674円 10億8,720万6,690円

資本的収入 資本的支出
2億5,840万8,280円 4億4,864万3,000円

賛
成
討
論

　

３
年
度
の
予
算
執
行
全
般
に
わ
た
り
、
コ
ロ

ナ
禍
、
世
界
情
勢
不
安
な
ど
、
大
変
厳
し
い
状

況
の
中
、
多
く
の
事
業
展
開
を
心
掛
け
、
当
初

の
方
針
通
り
に
達
成
で
き
て
い
た
と
評
価
す
る
。

地
域
経
済
の
活
性
化
事
業
、
み
ず
ほ
ま
る
の
登

場
、
図
書
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
な
ど
、

明
る
い
話
題
に
つ
な
が
る
事
業
も
多
か
っ
た
。

香
取 

幸
子 

議
員

議 案 審 議 令和４年
９月定例会

※全ての議案の詳細は
　HPでご覧になれます。

　都は令和5年度から7年度までの3年間、所得制限を設け
た上で、すべての区市町村で18歳までの高校生等に対して
医療費の助成を開始します。これにより、通院1回当たりの
自己負担額が200円になります。なお、町は所得制限を設
けません。
Ｑ�　町の対象人数と総額は。
Ａ�　生活保護、非課税でひとり親家庭等医療費助成を受け
る高校生などを除いて、848人で総額1,660万円程度と見
込んでいる。
Ｑ�　8年度以降は町で負担するのか。町長の見解は。
Ａ�　この間に、都と話し合いを進めていくが、今のところ全く分からない。今でもコロナ感染対策
で各区市町村は自己財源を費やしている。これを町の一般財源で賄い続けられるか懸念している。

Ｑ�　羽村・瑞穂地区学校給食組合への負担金を250万円計上
しているが目的は。
Ａ�　食材価格が高騰しているが、給食費を値上げせずに済む
ようにする。なお、同様の目的で、町内の保育園・幼稚園
には補助金を支出する。また、町立小中学校以外の私立の
小中学校に通学されている児童の保護者に対しても公平性
の観点から給付金として支給する。
Ｑ�　農業者・中小企業者・介護事業所等に原油価格・物価高
騰対策として臨時対策補助金を計上しているが内容は。

Ａ�　町内の事業者を対象に、農業者は販売価格が50万円以上の販売農家の肥料、飼料、光熱水費など、
上限を20万円として補助。中小企業者には、直近の決算書における1年分の燃料費、光熱費の20
％に相当する額で、上限を10万円として補助。また、介護事業所には、送迎サービスに要したガ
ソリン代など、10万円を上限に補助する。

都が令和5年度から3年間に限り経費を負担…その後は!?

物価上昇　町長の提案は？ 議会の決定は？

ppick ick uup 1p 1

ppick ick uup 2p 2

瑞穂町高校生等の医療費の助成に関する条例

令和4年度瑞穂町一般会計補正予算（第5号）

議案第48号

議案第53号

ギカイのひろば Vol.234ギカイのひろば Vol.234 0405



平成29年
6月定例会
決算質疑を
ピックアップどう使われたか、私たちの　　　　税金、議員が総点検

問�　3年度のふるさと納税の状況と
返礼品の内容は。

財�政課長・産業経済課長　約1,280万
円の寄付があった。返礼品は22事
業者、45品目で、お茶などのみず
ほブランド、シクラメン、ゴルフ
クラブなどの工業製品など。また、
ポータルサイトの活用による町の
ＰＲ効果もあったと考える。　

問�　スマホ決済を導入し、予算で
400件700万円を見込んでいたが
成果は。

税�務課長　町民税から国民健康保険
税まで、5つの税目で2,830件、金
額では約5,474万円であった。

問�　おひさまキッチンの成果は。ま
た、他の学校でも実施の要望はな
ったか。

福�祉課長　アンケート調査を行った。
子どもたちからは「楽しく食べられ
る」保護者からは「早起きするよう
になった」学校側からは「集中力が
少し上がってきたのではないか」と
いった回答を得ている。3年度、他
の学校からの要望はないが、新た
な学校での実施も考えていきたい。

歳　入

子育て

問�　遊休農地はどの程度解消されたのか。
産�業経済課長　農地の貸借として、3年度末で26万
5,000㎡の利用権設定が行われた。また、農地中間
管理事業による農地の貸借が1万296㎡行われた。
その結果合計で約2万5,000㎡の遊休農地が解消さ
れた。

問�　町のキャラクター「みずほまる」が、町のPRや観光
振興にどのように活用されたのか。

産�業経済課長　コミュニティバスへのプリント、ＬＩ
ＮＥスタンプ、スタンドパネル、職員のポロシャツ
や法

はっ
被
ぴ
作成、各種印刷物や町の封筒への印刷などで

ＰＲした。産業活性化のため、キャラクター使用の
ガイドラインを作り、民間事業者や住民が主体とな
った活用を促進した。

まちづくり

産　業

施
策

討
議

討議対象となった施策
（P8・P9 参照）

福祉・健康
問�　3年度、高齢者の居場所づくりが1か所開設されたが、成果と
今後の展開は。

高�齢者福祉課長　週に1回以上の活動、介護予防体操の実施などの
条件を満たすことで月4,000円の補助金対象団体となる。今回、
長岡南会館で活動が始まった。高齢者の居場所づくりを、各地
区にできるように推進していきたい。

問�　コミュニティバス運行となり、福祉バスが廃止になったが、障
がい者福祉施設への送迎はどのように対応したのか。

福�祉課長　福生警察署や事故防止の講習会も事前に行うなど9月か
ら1か月かけて準備をした。「さくら」は22名、「ひまわり」は8名、
「ころぼっくる」は９名の送迎を行っている。

問�　オンラインシステム委託料約630万の成果は。
健�康課長　政府がマイナンバーカードを利用して、生涯にわたる
健康診査の結果をスマートフォン等で確認できるパーソナル・
ヘルス・レコード構想を進めている。そのために必要なシステ
ム改修を行った。

問�　元狭山地区の不明水対策工事が予算に対し設計
委託料が約320万円、工事費が約1,400万円と大
幅に減額になっているが、3年度の目標は達成で
きたのか。

下�水道課長　当初、補修箇所を200カ所と想定し予
算を組んだが、契約前に精査し、約140カ所の改
修に絞り込んだため金額が下がった。進捗率は
76.2％で、目標を達成することができた。

問�　3年度に駒形ポンプ場の汚水ポンプ3台を交換
したが成果は。

下�水道課長　元狭山地区約6,300人分の汚水を大雨
の時でも問題なく圧送でき処理場まで送ることが
できた。大変成果があったと考えている。

雨水・汚水対策

道路の打ち替え舗装工事

交換された汚水ポンプ

教　育安全・安心
問�　3年度における女性消防団の活動内容は。
安�全・安心課長　女性団員10名中、上級救急救命講習の受講、火災
予防週間での広報活動、小学校の防災教育への参加など14回の
活動に延べ37人が参加した。

問�　災害対策として備蓄する食料や資器材の3年度の購入実績は。
協�働推進部参事　主なものは、アレルギー対応の非常食を概ね2万
食、新型コロナウイルス感染対策として、ベッドと間仕切りを
購入した。

施
策

討
議

施
策

討
議

施
策

討
議

問�　令和3年度にスタートした町道3号線（役場通り）の
無電中化事業の進捗状況は。

建�設課長　設計委託を行った。電線の地中化に向け道
路共同溝を設置するため、占用位置、試掘箇所の検
討や都と補助金認定の協議を行った。

問�　町道の改修工事に約1,800万円、舗装工事に約
4,800万円支出しているが計画性を持って取り組ん
だのか。

建�設課長　一時的な補修や大規模な工事案件として都
の補助金を使うなど、現場を見て必要に応じて優先
順位をつけて行った。舗装工事については総面積で
4,919㎡、距離で約1,256mの工事を行った。計画
については4年度に道路整備方針を策定中。

問�　学力向上事業の成果は。
教�育指導課長　中学校の平均正答率が部分的に全国
平均よりも15～20ポイント近く下回った。しか
し、小学校の国語や中学校の英語で部分的に全国
平均を上回ったものもある。今後、指導体制の充
実と授業改善の視点を明らかにする実践的な研究
活動を行っていく。

問�　「学びのテーマパーク」「ふるさと学習みずほ学」
の推進に向けて、協働推進部や福祉部など他の部
署との連携は行ったか。

教�育指導課統括指導主事　不足している人材につい
ては教育委員会事務局で探したが、他の部署への
問い合わせは実施していない。今後は連携してい
く必要があると思っている。

防災教育で活躍する女性消防団員（三小）

おひさまキッチン（四小）
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　議会の判断は！ 成果は上げられたのか

　決算特別委員会３日目は、討議事項を抽
出し全委員で討議を行いました。今回は、
これまでの事業内容の評価から、「長期総
合計画の目標実現に有効な施策展開ができ
たといえるか」という視点に立って総務産
業建設委員会、厚生文教委員会のそれぞれ
所管する内容について分科会方式で討議を
行いました。分科会での討議終了後、両委
員長より討議結果について報告があり、全
体でのコンセンサスを図りました。討議の様子

※�分科会での討議の結果→決算委員長の審査報告に討議内容を盛り込む。
　�なお、所管の厚生文教委員会では、これまでの調査結果を精査して、具体的な提言や提案に

つなげていく。

※�分科会での討議の結果→決算委員長の審査報告に討議内容を盛り込む。
　�なお、所管の厚生文教委員会では、子育てのときから親を教育する視点、子育てについての

保護者への教育が学力向上につながっていくという調査結果を基に、具体的な提言や提案に
つなげていく。

長期総合計画の基本目標２

「子どもたちがのびのびと育つまち」

町で行われた体験学習

町で行われた体験学習

分科会（厚生文教委員会所管分野）
議員間
討議

分科会での
主な意見

分科会での
主な意見

森 委員（座長）、小川 委員、
近藤 委員、村山 委員、山㟢 委員　
香取 委員

庁内の横のつながり、
家庭の協力や理解が必
要。啓発が重要になっ
てくる。

�町側への質疑の中でも
連携が不足していると
認める内容もあった。

学校・地域・家庭の連携が少し不足しているのではないか。「ふる
さと学習みずほ学」は期待できる事業だが、推進するなら全町的な
取り組みが必要だ。

特に秀でた人材は町の
中でもいるので、こう
いった人たちを発掘し、
まちづくり、人づくり
に協力していただく体
制を構築すべきだ。

�主要施策の中で数値目標を設定できるものはしっかり
設定したほうが、後々検証することもできるし、過程
も見えてくる。このことも提言すべきだ。

家庭の教育力を高めるための施策が必要ではないか。保護者の意識を変えていかなくて
はならない。

�長年、学力向上施策を
実施しているが、成果
が見えてこない。

「学びのテーマパー
ク」では、支援員の
人材の確保や進め方
について、検討すべ
き段階にきている。

学習の効果が上がっている団体を調べると、家庭の教育力向上に力
を入れている。家庭の意識の差が大きいのでは。

全ての児童・生徒に確かな学力を育む

社会の持続的な発展をけん引する力とグローバルに活躍する人材を育成

施策分野5・施策1

施策分野4・施策2

委員会での現地視察（二中）

※�分科会での討議の結果→決算委員長の審査報告に討議内容を盛り込む。

長期総合計画の基本目標６

「便利で快適に 暮らせるまち」

改修された狭あい道路

分科会（総務産業建設委員会所管分野）

分科会での
主な意見

石川 委員（座長）、下澤 委員、
大坪 委員、下野 委員、村上 委員、
原 委員

�狭あい道路（車道や歩道が狭い道路）の積極的な解消、生活道路の打
ち替え舗装の計画的な実施をしていただきたい。

生活道路についても、狭いところがある。

30年から40年経っている生活道路がだいぶ傷んでい
るので、舗装の打ち替えを順次、計画性を持って取
り組むべき。

�町は道路の整備については委員会からの要望書を受
け、5年度から14年度まで整備計画を立てることに
なっている。その計画内容が基本目標に合致してい
るか注視していく必要がある。

町道等の整備と適切な維持管理施策分野4・施策2
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議員議員ははこうこう 評価評価した！した！
令和3年度の 町政運営

香取 幸子香取 幸子 議員 議員

町民・中小企業支援
「プレミアム付き商品
券」販売、中小企業への
支援事業など努力がみら
れた。引き続き今後の対
策に期待する。

納得度80％

原 隆夫原 隆夫 議員 議員

臨時交付金の活用
新型コロナ感染症対策とし
て、地方創生臨時交付金を
活用して、武道館に空気清
浄のための空調設備が設置
された。

納得度90％

山﨑 栄山﨑 栄 議員 議員

地域コミュニティ
コロナ禍にあって適時的確
な行財政運営に努めたこと
は評価。今後、地域の協力
体制づくりが課題である。

納得度90％

下野 義子下野 義子 議員 議員

国からの交付金の有効活用
地方創生臨時交付金の各種
事業への効果的な活用や図
書館リニューアルに向けた
取り組みは評価できる。

納得度90％

下澤 章夫下澤 章夫 議員 議員

コミュニティバス
コミュニティバス実証実験
運行の結果の中間発表、効
果的・効率的な住民意見聴
取策の検討を望む。

納得度75％
教育の充実

学力向上事業は概ね評価す
るが、学校と教育委員会な
どとの方向性、連携および
情報共有に課題がある。村山 正利村山 正利 議員 議員

納得度85％

村上 嘉男村上 嘉男 議員 議員

まちづくり
厳しい財政状況の中、堅実
な運営は評価できる。並行
し大胆な都市計画事業の推
進に期待する。

納得度80％

小山 典男小山 典男 議員 議員

納得度80％

石川 修石川 修 議員 議員

安全・安心
町内全域を青色回転灯装備
車により二人体制で365日
巡回し、犯罪抑止に努めて
いる。

納得度80％

森 亘森 亘 議員 議員

産業活性化
成長産業への誘導、人材
の発掘、活用、育成に向
けた横断的な取り組みに
期待したい。

納得度80％

小川 龍美小川 龍美 議員 議員

コミュニティバス
コミュニティバスの実証実
験は評価できるが、コース
によっては課題が大きく、
さらなる工夫が必要。

納得度85％
大坪 国広大坪 国広 議員 議員

子育て、高齢者福祉
健全財政は評価。多摩地
域でも上位にある基金で、
さらなる保護者負担軽減
策や高齢者支援策に使う
べき。

納得度75％

新型コロナウイルス感染症の変異株
が猛威を振るった令和３年度の町政
運営を、議員はどう評価したのか。
各議員の決算納得度と注目事業につ
いてご紹介します。

古宮 郁夫  議長

ギカイのひろば Vol.234 10

図書館運営
リニューアルオープンし、
好評な図書館であるが、西
多摩地区図書館の広域利用
の促進を図ってほしい。

納得度80％

近藤 浩近藤 浩 議員 議員

コロナ感染症対策への財
政出動が顕著な年度にな
りました。

※�監査委員は決算特別委員会には参加しません。

監査委員

榎本 義輝榎本 義輝 議員 議員

安全な都市整備
町の道路維持管理委託費を
この程度の金額で進めてい
ることは評価するが、側溝
改修が課題である。
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番　号 件　名 付託先 結　果

４陳情第３号 瑞穂町議会会議規則に「議員が紹介議員を任
命する」を加える改正をもとめる件 議会運営委員会 継続審査

４陳情第６号 条例制定義務の課題を明らかにすることを求
める件 議会運営委員会 継続審査

４陳情第８号 陳情書 議会運営委員会 継続審査

　6月に総務産業建設委員会で審査した「国民の祝日『海の日』を7月20日に固定化する意見
書の提出を求める陳情」が総務産業建設委員会で継続審査になり、今回、改めて同委員会で
審査することになりました。

【陳情者】　海事振興連盟会長　衛藤 征士郎

あの陳情はどうなった！
　「海の日」を7月20日に固定化 or ハッピーマンデー継続か。議会の決断は！

陳情陳情どう判断する、新たな2つの陳情！どう判断する、新たな2つの陳情！

今回、改めて町民の方々
にこの問題を聞いてみた
が、そのほとんどの方々
は連休がいいとの回答で
あった。

�明治天皇の巡幸が「海の日」の
理由の一つとされている。連休
がなくなれば「海の日」への意
義や意識が喪失されるというわ
けではない。

�先進国の中で日本は最も
休暇が少ないといわれて
おり、政府は働き方改革
を進めている段階である。
連休はそうした意味から
も必要である。

本来、国民全体に影響する問題は世論調査や国民的
議論があって判断されるものである。

�ハッピーマンデー制度
導入の理由の一つには
観光による経済効果が
ある。現在、コロナ感
染拡大で疲弊した経済
状況を考えると、この
まま継続した方が好ま
しい。

【陳情者】　立憲共和党　代表　角田 統領
【陳情の趣旨】
　瑞穂町の首長や議員は有権者の選挙に
よって選出されたのだから、条例を制定
して、当選証書の付与に際して「地方自治
の本旨を体するとともに公務を民主的能
率的に運営するべき責務を深く自覚し、
全体の奉仕者として、誠実かつ公正に職
務を遂行することを固く誓います。（抜粋）」
という「服務の宣誓」をするべきである。

　「瑞穂町特別職の服務の宣誓に関する条例の制定を求める件」

当選した首長や議員に「服務の宣誓」が必要か否か！　総務産業建設委員会 

当選した町長や議員は、それぞれの主張
のもとに町民のために働いている。

町長や議員は、選挙の際に公約を掲げて政治
活動するものであり、職員と目的が異なる。

地方公務員法では、特別職は服務の宣
誓について適用除外となっているので、
陳情の内容は法の範囲を超えることに
なるのでは。

　「建設アスベスト被害の全面解決へ、アスベスト建材製造企業の基金拠出等、「特定石綿被
害建設業務労働者等に対する給付金等の支給に関する法律」の改正を求める、国への意見書
を求める陳情書」

【陳情者】　�東京土建一般労働組合西多摩支部
　　　　　執行委員長　宮崎 透

【陳情の趣旨】
　現在のアスベスト給付金法は支給対象者な
どに屋外で働いていた建設アスベスト被害者
や国の賠償責任期間の直前で現場を離れた被
害者などが入っていない。建設アスベスト被
害者の全面救済に向けた法改正に取り組むよ
うに国に意見書を出してほしい。

国の建設アスベスト被害の給付金制度は不十分か！　厚生文教委員会

アスベスト製造会社と被害者との間で、現在
裁判で係争中であることや、法律ができて間
もないことなどから、継続して調査するべき
では。

WHOがアスベストの危険性を指摘してい
たのに規制することなく使用を許可し続け
た国の責任は当然だが、労働組合側も急激
な規制は雇用不安を招くと、当時規制に反
対している。

最高裁の判決では、国とアスベスト製造
業者の責任は認められ、支払い義務も科
している。しかし、アスベスト被害者は
建設関係だけではなく、震災後のボラン
ティアや廃棄物処理業者も被ばくしてい
る可能性が高い。建設アスベスト被害者
に限定するのはどうかと思う。

付
託

委員会での
主な意見

委員会での
主な意見

委員会での
主な意見

その他の陳情

委員会での審査・採決
不採択

本会議での審査・採決
委員長による審査内容の報告

採決の結果
不採択

委員会での審査・採決
継続審査

本会議での審査・採決
委員長による審査内容の報告

採決の結果
継続審査

委員会での審査・採決
不採択

本会議での審査・採決
委員長による審査内容の報告

採決の結果
不採択

付
託
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健康維持のための予防接種
� の推進を

適時適切に疾病予防対策を
� 行っていく

山﨑　栄　議員（自民誠和会）

町長

質
問　
昨
年
か
ら
身
近
な

方
か
ら
も
帯
状
疱
疹
に
な

り
苦
し
ん
で
い
る
話
を
多

く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
、
国
で
は
定
期
接
種

化
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
検
討

が
さ
れ
て
い
る
。
健
康
寿

命
の
延
伸
に
は
疾
病
予
防

の
た
め
の
予
防
接
種
は
重

始
す
る
。
高
齢
者
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
は
、
対
象
者

へ
の
助
成
額
を
拡
充
し
た
。

任
意
接
種
の
２
回
目
は
、

２
年
度
よ
り
単
独
事
業
と

し
て
75
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
助
成
を
開
始
し
た
。

問
②　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
な
ど
の
任
意
接
種
費
用

の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
。

町
長　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
の
予
防
接
種
費
用
の
負

担
軽
減
措
置
に
つ
い
て
は

検
討
を
開
始
し
て
い
る
。

今
後
も
適
時
適
切
に
疾
病

予
防
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次

の
点
に
つ
い
て
所
見
を
伺

う
。

問
①　
今
年
４
月
か
ら
積

極
的
勧
奨
を
再
開
し
た
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
や
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

状
況
と
接
種
の
周
知
や
啓

発
に
つ
い
て
。

町
長　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
は
定
期
接

種
の
機
会
を
逃
し
た
人
を

対
象
に
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
を
行
っ
て
い
る
。

自
費
で
接
種
を
受
け
た
方

に
費
用
を
給
付
す
る
時
限

措
置
を
今
年
10
月
か
ら
開

質
問　
町
の
公
共
施
設
に

つ
い
て
、
人
口
減
少
、
超

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴

い
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
現
在
保
有
す
る
施
設
す

べ
て
を
今
後
も
維
持
・
更

新
し
て
い
く
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
長
期
総
合
計
画

な
ど
で
は
、
公
共
施
設
の

整
備
な
ど
に
民
間
の
資
金
、

経
営
能
力
や
技
術
的
能
力

を
活
用
し
て
財
政
負
担
の

軽
減
、
行
政
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ

Ｆ
Ｉ
導
入
の
た
め
の
調

査
・
研
究
を
す
る
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
取
り
組
み

状
況
と
今
後
の
行
政
運
営

に
お
け
る
民
間
活
力
の
活

用
に
つ
い
て
、
所
見
を
伺

う
。

町
長　
民
間
活
力
の
導
入

に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
全
国
の
導
入
事
例
を

参
考
に
し
て
長
期
的
効
果

を
視
点
に
、
専
門
の
知
見

を
得
な
が
ら
、
慎
重
か
つ

大
胆
に
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
令
和
３

年
度
に
公
共

施
設
の
総
合

的
管
理
計
画

を
改
訂
す
る

と
と
も
に
、

公
共
施
設
整

備
へ
の
Ｐ
Ｐ

Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ

導
入
検
討
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設

置
し
た
。
令

和
４
年
度
は

導
入
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
策
定

作
業
を
進
め

て
い
る
。
将

来
を
見
据
え

た
民
間
活
力
導
入
の
可
能

性
を
模
索
し
、
時
期
を
逃

さ
ぬ
よ
う
前
向
き
に
検
討

し
て
い
く
。

瑞
穂
町
行
政
に
お
け
る
民
間

活
力
の
活
用
に
つ
い
て

導
入
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

�

策
定
中

下
澤
　
章
夫
　
議
員
（
自
民
誠
和
会
）

町
長

一  般質問町政を問う

職員によるプロジェクトチームの町長への報告

質
問　

６
月
６
日
に
ス

ポ
ー
ツ
庁
は
運
動
部
活
動

の
地
域
移
行
に
関
す
る
検

討
会
議
の
提
言
を
公
表
し

た
。
そ
の
提
言
は
、
平
日

の
運
動
部
活
動
の
地
域
移

行
に
つ
い
て
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
休
日
の
運
動

部
活
動
か
ら
段
階
的
に
地

域
移
行
し
て
い
く
こ
と
を

基
本
と
し
、
そ
の
取
組
の

進
捗
状
況
な
ど
を
検
証
し
、

さ
ら
な
る
改
革
を
推
進
す

べ
き
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

部
活
動
は
生
徒
の
た
め
の

も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
我
が
町
の

中
学
校
の
す
べ
て
の
部
活

動
に
つ
い
て
の
見
通
し
と

対
応
・
対
策
を
伺
う
。

教
育
長　
令
和
４
年
４
月
、

「
瑞
穂
町
部
活
動
基
本
方

針
」
を
改
訂
し
、
教
員
以

外
の
適
格
者
が
直
接
指
導

に
参
加
で
き
る
部
活
動
指

導
員
に
つ
い
て
規
定
し
た
。

全
て
の
部
活
動
を
対
象
と

し
、
地
域
移
行
を
見
据
え

た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
必
要
に
応
じ
て
顧

問
と
な
る
教
員
を
支
援
す

る
部
活
動
指
導
補
助
員
を

配
置
し
て
い
る
。
部
活
動

の
指
導
お
よ
び
管
理
体
制

は
、
随
時
改
善
を
進
め
て

い
る
が
、
今
後
、
令
和
５

年
度
の
都
の
推
進
計
画
に

沿
っ
た
、
新
た
な
指
導
体

制
の
制
度
構
築
に
臨
ん
で

い
く
。

部
活
動
の
地
域
移
行
に

�

つ
い
て

都
の
推
進
計
画
に
沿
っ
た

�

指
導
体
制
で
臨
ん
で
い
く

榎
本
　
義
輝
　
議
員
（
自
民
誠
和
会
）

教
育
長

スクールゾーンの規制時間等
� の改定・見直しを

規制時間や区間の見直しは
� 考えていない

原　隆夫　議員（公明党）

教育長

質
問　
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

は
通
学
中
の
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
確
保
す
る
安
全

対
策
の
重
点
地
域
と
し
て

昭
和
47
年
か
ら
運
用
が
開

始
さ
れ
た
。
登
下
校
時
間

帯
に
車
両
通
行
禁
止
を
設

け
て
い
る
学
校
区
も
あ
る

が
車
両
利
用
者
か
ら
規
制

供
た
ち
の
安
全
だ
け
で
な

く
、
歩
行
者
の
安
全
も
確

保
で
き
て
い
る
。
指
定
時

間
内
は
車
両
通
行
禁
止
と

な
っ
て
い
る
が
、
警
察
署

の
申
請
に
よ
り
通
行
許
可

を
得
る
こ
と
も
可
能
で
あ

り
、
通
行
面
で
の
支
障
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。
交

通
規
制
に
よ
り
、
子
供
た

ち
の
安
全
が
守
ら
れ
て
お

り
、
登
下
校
の
安
全
を
確

保
す
る
上
で
、
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
の
規
制
時
間
や
区

間
を
短
く
す
る
な
ど
の
見

直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

時
間
を
９
時
で
は
な
く
８

時
３０
分
ま
で
に
し
て
ほ
し

い
と
の
声
も
あ
る
。
一
小
、

二
小
は
登
校
時
９
時
ま
で

に
な
っ
て
い
て
、
一
般
的

な
７
時
３０
分
か
ら
８
時
３０

分
に
改
定
す
べ
き
と
考
え

る
。
ま
た
規
制
区
間
な
ど

見
直
し
が
必
要
な
事
項
も

あ
る
と
考
え
る
が
、
教
育

長
の
所
見
を
伺
う
。

教
育
長　
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
設
定
以
来
、
地
域
の

方
々
な
ど
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

現
在
に
至
っ
て
お
り
、
子

ワクチン接種

一小南側の道路標識

部活動の様子（瑞中）
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質
問　
多
摩
・
島
し
ょ
の

魅
力
を
高
め
、
子
ど
も
を

対
象
と
し
た
高
度
で
大
規

模
な
感
動
体
験
を
提
供
す

る
事
業
へ
の
助
成
事
業
が

あ
る
。
こ
れ
を
活
用
し
て

羽
村
市
は
八
丈
町
、
奥
多

摩
町
は
神
津
島
村
、
檜
原

村
は
利
島
村
、
日
の
出
町

は
新
島
村
と
交
流
し
、
子

ど
も
た
ち
が
学
校
や
家
庭

以
外
か
つ
自
然
環
境
の
違

う
場
所
で
普
段
体
験
で
き

な
い
非
日
常
を
体
験
す
る

中
で
大
き
な
感
動
と
生
き

る
力
を
育
む
事
業
を
行
っ

て
い
る
。
我
が
町
も
こ
う

し
た
体
験
事
業
に
取
り
組

み
、
子
ど
も
た
ち
の
育
成

に
つ
な
げ
て
は
。

教
育
長
・
町
長　
青
少
年

洋
上
セ
ミ
ナ
ー
は
昭
和
63

年
か
ら
平
成
９
年
ま
で
行

わ
れ
た
が
、
都
の
行
政
改

革
に
よ
り
廃
止
と
な
っ
た
。

瑞
穂
青
少
年
小
笠
原
探
検

隊
は
多
摩
・
島
し
ょ
子
ど

も
体
験
塾
事
業
を
活
用
し
、

平
成
18
年
度
か
ら
４
年
間

実
施
し
た
。
一
定
の
成
果

が
見
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

で
多
摩
・
島
し
ょ
の
子
ど

も
体
験
塾
の
助
成
制
度
が

な
く
な
り
終
了
し
た
。
新

た
な
島
し
ょ
部
と
の
交
流

事
業
は
、
事
業
が
重
な
る

こ
と
で
の
島
の
子
供
た
ち

へ
の
負
担
や
、
船
が
欠
航

し
た
場
合
の
対
応
な
ど
も

含
め
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
。

子
ど
も
た
ち
に
さ
ら
な
る

�

体
験
の
創
出
を

島
の
子
供
た
ち
へ
の
負
担
も
考
え
る

�

必
要
が
あ
る

下
野
　
義
子
　
議
員
（
公
明
党
）

町
長

空き家バンクの創設と空き家の
� 活用等に早急に取り組むべき

小川　龍美　議員（公明党） 質
問　
２
０
１
８
年
の
調

査
に
よ
る
と
、
全
国
の
空

き
家
の
割
合
は
過
去
最
高

の
１３
・
６
％
と
な
り
、
２

０
３
３
年
に
は
25
・
５
％

ま
で
上
昇
す
る
と
試
算
さ

れ
て
い
る
。
我
が
町
も
空

き
家
問
題
を
先
送
り
せ
ず

早
急
に
対
策
を
講
じ
る
べ

き
と
考
え
る
。
空
き
家
の

実
態
調
査
や
所
有
者
の
意

向
調
査
を
は
じ
め
、
空
家

等
対
策
計
画
の
策
定
、
空

き
家
バ
ン
ク
の
創
設
、
空

き
家
の
活
用
の
ほ
か
、
空

き
家
を
発
生
さ
せ
な
い
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く

の
か
、
町
長
の
所
見
を
伺

う
。

町
長　
近
隣
の
空
き
家
バ

ン
ク
で
は
、
登
録
件
数
が

少
な
く
、
ニ
ー
ズ
に
適
し

た
物
件
が
少
な
い
な
ど
、

設
置
だ
け
で
は
効
果
が
薄

私もこのままでいいとは
� 思っていない

町長

質
問　
町
の
最
上
位
計
画

で
あ
る
第
５
次
長
期
総
合

計
画
が
策
定
さ
れ
、
約
１

年
半
が
経
過
し
た
。
こ
の

間
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
起
因
す
る
国
内

経
済
へ
の
影
響
な
ど
、
計

画
の
円
滑
な
執
行
を
阻
害

す
る
要
因
が
発
生
し
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
ど
の
よ
う

に
計
画
を
遂

行
し
、
そ
の

た
め
に
ど
の

よ
う
な
対
策

を
講
じ
て
い

く
考
え
か
、

次
の
３
点
を

町
長
に
伺
う
。

問
①　
計
画

の
推
進
状
況

と
現
状
の
課

題
は
。

町
長　
町
の
魅
力
と
実
力

を
発
信
す
る
た
め
計
画
の

推
進
体
制
を
整
え
施
策
を

展
開
し
て
い
る
。
課
題
は

成
果
目
標
の
確
認
で
あ
り
、

４
年
度
か
ら
計
画
の
分
野

別
の
検
証
を
開
始
し
た
。

問
②　
優
先
す
べ
き
事
業

は
。

町
長　
第
１
に
町
民
の
命

と
健
康
を
守
る
。
第
２
に

教
育
・
福
祉
施
策
等
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
お
よ
び

増
進
。
第
３
に
未
来
に
持

続
可
能
な
都
市
形
成
で
あ

る
。

問
③　
実
現
へ
の
見
通
し

と
具
体
的
対
策
は
。

町
長　
行
政
内
で
の
各
課

の
連
携
、
住
民
と
行
政
・

企
業
と
行
政
の
連
携
な
ど

を
進
め
る
こ
と
で
可
能
性

は
拡
大
す
る
と
考
え
る
。

長
期
総
合
計
画
の
進
捗
状
況

�

と
具
体
的
対
策
は

連
携
で
可
能
性
は
拡
大
す
る

森
　
　
亘
　
議
員
（
自
民
誠
和
会
）

町
長

投票率向上への取り組みに
� ついて

大坪　国広　議員（日本共産党） 質
問　
７
月
10
日
執
行
さ

れ
た
参
議
院
議
員
選
挙
の

町
の
投
票
率
は
、
東
京
都

で
最
下
位
の
結
果
と
な
っ

た
。
町
と
し
て
も
危
機
的

な
状
況
と
し
て
捉
え
、
投

票
率
向
上
へ
の
取
り
組
み

を
す
る
べ
き
で
あ
る
。
次

の
点
に
つ
い
て
町
長
の
所

で
の
投
票
の
呼
び
か
け
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。

問
③　
歩
行
が
困
難
で
投

票
所
へ
行
け
な
い
町
民
に
、

移
動
手
段
の
確
保
は
。

町
長　
行
政
で
す
べ
て
対

応
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

問
④　
選
挙
の
大
切
さ
を

若
者
へ
啓
発
す
る
取
り
組

み
を
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
。

町
長　
地
域
や
年
代
な
ど
、

分
析
で
浮
か
び
上
が
っ
て

き
た
ウ
イ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て

啓
発
で
き
な
い
か
協
議
し

て
い
き
た
い
。

見
を
伺
う
。

問
①　
こ
の
１
年
間
の
国

政
選
挙
の
投
票
率
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

町
長　
二
つ
の
国
政
選
挙

と
も
投
票
率
は
都
内
最
下

位
と
な
っ
て
い
る
。

問
②　
現
在
の
投
票
率
向

上
へ
の
具
体
的
な
取
り
組

み
は
。

町
長　
18
歳
へ
の
バ
ー
ス

デ
ー
カ
ー
ド
送
付
時
や
成

人
式
で
の
記
念
品
の
贈
呈

時
な
ど
で
の
啓
発
。
児

童
・
生
徒
に
は
「
明
る
い

選
挙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
作
品
募
集
。
選
挙

期
間
中
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

ウイークポイントを絞って啓発町長

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
費

用
の
公
費
助
成
を

町
長
　
ワ
ク
チ
ン
の
安

全
性
と
効
果
は
確
認
で

き
る
段
階
で
あ
り
、
導

入
時
期
の
検
討
を
続
け

る
。

バースデーカード送付時の啓発

長期総合計画の将来都市像

い
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま

で
い
い
と
は
思
っ
て
い
な

い
。
現
状
把
握
の
た
め
改

め
て
実
態
調
査
を
行
う
用

意
が
あ
る
。
こ
の
結
果
か

ら
法
律
に
適
合
す
る
新
た

な
施
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。
私
的
財
産
権
に
対

し
て
の
行
政
の
介
入
方
法
、

空
き
家
関
連
条
例
の
制
定
、

行
政
代
執
行
な
ど
の
強
権

発
動
に
つ
い
て
も
、
慎
重

に
考
え
て
い
く
。
今
後
と

も
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
研
究
を
進
め
て
い
く
。
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議会の挑戦！もっと聴く、もっと伝える…
そのために広報広聴の機能強化へ…

政策研究会調査部調査結果

質
問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
第
７
波
で
、
感
染
が

爆
発
的
に
拡
大
し
、
子
ど

も
の
感
染
も
急
増
し
て
い

る
。
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で

の
子
ど
も
の
生
活
は
、
多

く
の
制
限
に
よ
る
我
慢
の

毎
日
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の

子
ど
も
の
育
ち
に
つ
い
て
、

影
響
が
あ
る
の
で
は
と
心

配
す
る
声
が
多
く
届
い
て

い
る
。
そ
こ
で
、
保
育
、

教
育
現
場
で
の
子
ど
も
の

現
状
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

生
活
に
は
子
ど
も
の
育
ち

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

行
っ
て
い
る
の
か
、
町
長
、

教
育
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長　
感
染
の
繰
り
返
し
、

後
遺
症
に
加
え
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に
よ

る
心
の
発
達
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
。
町
の
保
育

士
は
マ
ス
ク
を
し
て
い
て

も
子
供
た
ち
に
喜
怒
哀
楽

が
伝
わ
る
よ
う
に
言
語
化

し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て

は
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
を

使
う
な
ど
工
夫
し
て
い
る
。

小
・
中
学
校
に
お
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
、

児
童
・
生
徒
の
学
び
を
保

障
す
る
必
要
な
教
育
活
動

を
継
続
し
て
い
く
。
新
し

い
生
活
様
式
を
踏
ま
え
、

児
童
・
生
徒
の
健
康
意
識

を
高
め
、
健
や
か
に
学
校

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
教

育
環
境
の
充
実
に
努
め
て

い
く
。

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
子
ど
も
た
ち

�

の
健
全
育
成
に
つ
い
て

心
の
発
達
へ
の
影
響
を
懸
念
し
て
い
る

香
取
　
幸
子
　
議
員
（
自
民
誠
和
会
）

町
長

ご参加を心よりお待ちしています。

「みずほ まちなか会議」開催に向けて準備中「みずほ まちなか会議」開催に向けて準備中

～議員と話
そう～

日　時：1月22日㈰（時間未定）
会　場：�役場1階ホール

厚生文教委員会

支え合い、助け合う
幸 齢社会

テーマ

テーマ

日　時：1月21日㈯ 午後7時〜
会　場：�役場1階ホール

総務産業建設委員会

町の活性化にむけて

リーダー：小川 龍美　サブリーダー：大坪 国広　
スタッフ：森　亘、下野 義子、村上 嘉男、香取 幸子

　政策調査部では、広報広聴機能の充実に向けて調査を重ねてきました。また、２月と
８月には、広報広聴の専門の委員会を組
織している先進的な議会を視察しました。
読者をひきつける紙面づくり、SNSの活
用、町民の議会参加など、改めて専門の
委員会の必要性を痛感しました。約１年
にわたる様々な調査結果から、調査部で
は広報広聴を専門とする委員会の発足が
望ましいとの結論に至りました。

　8月3日、町と共に防衛省・外務省・総務省・環境省へ要望活動を行いました。主な内
容はC-130やCV-22オスプレイの低空および旋回飛行・夜間および早朝の飛行訓練の中
止、今後のCV-22オスプレイの配備の情報提供や低周波音の調査の実施、住宅防音工事
に関して住宅防音区域の拡充、
対象家屋の拡大や工事の早期実
施など、住民の生命と環境の安
全確保と迅速かつ正確な情報提
供を強く要望しました。さらに
基地内での新型コロナウイルス
感染症や新たな感染症等の発生
状況についても速やかな情報提
供と感染防止対策の徹底を求め
ました。

基地対策特別委員会

瑞穂町と瑞穂町議会 合同による要望活動

左から　杉浦町長、下野委員長、扇谷北関東防衛局長、古宮議長

三芳町議会視察

※�新型コロナウイルス感染拡大状況により、開催方法などが変※�新型コロナウイルス感染拡大状況により、開催方法などが変
更となる場合もあります。更となる場合もあります。

　最新の情報は議会ホームページでご確認ください。　最新の情報は議会ホームページでご確認ください。

ギカイのひろば Vol.234ギカイのひろば Vol.234 1819



　ロシアのウクライナ侵略から８カ月が過ぎましたが、いまだに終わりが
見えません。戦地では、子どもや障がい者などの社会的弱者はどうしてい
るのだろう。そう思うと心が痛みます。
　コロナ禍で各種行事が中止になる中ですが、
機会を捉えて平和の大切さを次の世代に伝えて
いきたいです。これからも親しまれ、読まれる
紙面づくりに編集委員一同頑張っていきます。

文：大坪　国広
編集委員
山﨑　　栄　森　　　亘
大坪　国広　小川　龍美　
村上　嘉男　香取　幸子

●インターネットで議会録画中継をご覧になれます。
〒190-1292 東京都西多摩郡瑞穂町箱根ケ崎2335
TEL/042-557-7693（直通）FAX/042-557-4433
 gikai@town.mizuho.tokyo.jp

瑞穂町議会

つなごう　  〜みずほ ともだちの輪〜

■�本会議、委員会の開始時刻は、午前９時30分からです。なお、上記の日程は予定ですので、進捗状況によって、本会議が休会
になる場合もございます。傍聴にお越しの際は、電話またはホームページで日程などをご確認の上、ご来庁ください。

お問い合わせ　議会事務局　☎557－7693（直通）

次回 12月定例会（予定） 12 月 1 日～14 日

12月

11月
日 月 火 水 木 金 土

13 14 15 16 17 18 19
請願、陳情の
受付締め切り日

20 21 22 23 24 25 26

議会運営委員会

27 28 29 30 1 2 3
本会議

（一般質問）
本会議

（一般質問・議案審議）
4 5 6 7 8 9 10

本会議
（一般質問・議案審議） 総務産業建設委員会 厚生文教委員会

11 12 13 14 15 16 17

議会運営委員会 本会議
（議案審議）

　父の跡を継いで寿司を握る長谷川さん。ある日、
スポーツニッポンで釣りの情報を担当している方が
お店に来られて意気投合。「釣りたての新鮮な魚を
食材に調理してみないか」とのお誘いを受けまし
た。その日から月に1度、釣ったばかりの旬の鮮魚
を使った創作料理が紙面で紹介されるようになりま
した。「試食会でのおいしいの声と満足そうな笑顔
に励まされます」と語る長谷川さん。今日も新たな
「食」の可能性を追求しています。

月１でスポーツニッポンに紹介される創作料理職人月１でスポーツニッポンに紹介される創作料理職人ギ
カ
イ
●
ひ
ろ
ば

2022.11.10　
Vol.234

み
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だ
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発
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穂
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議
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だ
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の

アカイカと夏野菜のサンドイッチ
とゲソの冷製スープ

長谷川 勇一さん
（箱根ケ崎）

次の定例会は

12月1日㈭〜
午前 9時 30分開会


